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〔論文〕
スファラド系ユダヤ社会における呪術
黒川知文
序
中世末のスファラド系ユダヤ社会（1)において，多くのメシヤ運動が発生した。
1492年に，スペインのユダヤ人にスペインからの追放令が出されて後，彼等の
主な移住地であるイタリヤにおいて，またスペインにおいてもメシヤ運動が多
く発生したω。これらの運動の指導者である「メシヤJの中には，呪術を行な
った者がかなりいた。
彼等はいかなる呪術を行なったのか。また，なぜ伝統的ユダヤ教は呪術を受
け入れたのであろうか。
本稿は，これらの問題提起に基づき，スファラド系ユダヤ社会における呪術
を概観し，また，考察することにその目的を置く。
I.旧約聖書と呪術
呪術を人に利益を与える白い呪術と人に害を与える黒い呪術とに分類して，
旧約聖書の用語を分析すると，黒い呪術が多く用いられていることがわかる。
円EJW.~9 は黒い呪術のみに使用されており聖書に頻出している。この語はダ
ニエル書2章2節などに使用されている 0 tJ ＇ ~te終は白い呪術であり「呪法者J
と訳されている。この語はダニエル書l章20節， 2章2節， 4章7節， 10章27
節に使用されている。「2のは「呪文」とも訳され，申命記18章11節，詩篇58章
5節，イザヤ47章9'12節などに使用されている。
ωのうは「まじない」と訳され，エジプト ヒッタイト，パピロニアにも見ら
れる蛇を使用するものである。この語はエレミヤ書8章17節，詩篇58篇5節，
伝道者の書10章11節に使用されている oniilは「へつらいJ「いつわりJと訳
される白い呪術であり，詩篇 5篇9節， 52篇3節に使用されている。
申命記18章10～10節には「あなたのうちに，自分の息子，娘に火の中を通ら
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せる者があってはならない。占いをする者， 卜者，まじない師，呪術者，呪文
を唱える者，霊媒をする者，口寄せ，死人に伺いを立てる者があってはならな
い。Jとあり，呪術者は，以下の3つに類型される。すなわち，しるしから将
来を予言する者，呪術を行なう者，そして，死者の魂から情報を得て，予言や
呪術をする者である。
旧約聖書において，全ての呪術は，「呪術を行なう女は生かしておいてはな
らない。J（出エジプト記22章18節）「男か女で霊媒や口寄せがいるなら，その
者は必ず殺されなければならない。」（レピ記20章27節）とあるように厳しく禁
止されている。また，呪術者は，反逆者，偶像崇拝者，偽預言者と同一視され
ている（ Iサムエル記15章23節， E列王記9章22節， 21章6節）。さらに，ヨ
セフとエジプトの呪術者との間，ダニエルとパピロニアの王室との間，さらに
モーセ，アロンとエジプトの呪術者との聞に展開したように，神の人と呪術者
との聞の戦いが旧約聖書に描かれている。神を信じるこれらの人が行なった奇
跡は，呪中I＆と本質的に区別されている。
エゼキエル書には「それゆえ，あなたがたはもう，むなしい幻も見ることがで
きず，占いもできなくなる。わたしはわたしの民をあなたがたの手から救い出
す。このとき，あなたがたは，わたしが主であることを知ろう。J(13章17～23
節）とあるように，神はイスラエルの民を呪術から解放すると述べられている。
I.旧約以後
ところで，旧約外典には呪術に対する一貫した姿勢は見られない。いくつか
の書に呪術者が登場しているにすぎない（九しかし，タルムードには，旧約聖
書同様の厳しい呪術禁止項目がある（心。
中世のユダヤ文学に，再び呪術が現われる。聖書が呪術を禁じているため
に，そこでは「呪術jに代わる語が使用されているω。しかし，黒い呪術とし
て聖書に使用された（円E:l~~口）が，呪術を用いる者，さらには一人もしくは
集団で森を初復したり社会の中に生活して幼児を誘拐して食べ，その血を吸う
者に用いられている。このような呪術は，非ユダヤ文学に現れた呪術とほとん
ど同じ内容である（九また，呪術の起源は，アッシリア，パピロニア，ギリシ
ヤ，古代エジプト，アラビア，ベルシア，インド，ゲルマンなどと考えられる。
これらの呪術の内容は，夢解き，民間薬，魔除けに基づく話が多い。また，古
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代の聖人，学者，ダニエル，ヨセフなどの旧約聖書の人物も登場している。
Il.イタリヤとスペインのカバラーの呪柿f
中世末期において呪術を受け入れたのは，スペインとイタリヤのユダヤ社会
であった（九イタリヤでは，特にユダヤ人の知識人の聞に15世紀から16世紀に
かけて呪術の理論に関心を持つ人がいた。スペインにおいては， 1492年のユダ
ヤ人追放令前後に広がったカパラー思想、を信奉する者に呪術を行う傾向があっ
た。たとえば， RJoseph della Reina, Alemanno, Sepher七a-Meshivなどは，呪
術に関する著作活動だけでなく実際に呪術を行なった（的。彼等は，呪術の起源
を神や天使に関係づけようとした。また，呪術は霊的現象として伝統的ユダヤ
教から独立した権威であり，一つの啓示であり，イスラエルが救われる神の計
画であると考えた。
実際，捕囚のユダヤ人の使命が，世の悪を取り除き，ユダヤ教以外の宗教の
本質を変化させることとされた時，呪術はそのような偉業を達成するのに最も
重要な道具になった叱
このように呪術の位置が高められることは，ユダヤ教が新たにされ，カパラ
ー主義者が，神や天使や悪魔の領域に近づくことでもあると考えられる。
イタリヤのカパラー主義者の呪術とスペインのカパラー主義者のそれとはい
くつかの点で極めて対照的である。第1に，イタリヤではカパラー主義者は哲
学を評価し，新プラトン主義，アリストテレス哲学，原子論哲学に同意する（叩）。
特に，呪術とはアリストテレスと形而上学の極みであると考えられていた。と
ころが，スペインのカパラー主義者は，哲学を極端に批判し，呪術を，全宇宙
を支配するものとして評価する。そして，哲学と自然科学とは悪の啓示の結果
として生じたものであり，無害であると考えたω。
第2に，イタリヤのカパラー主義者は，呪術が適用される領域は自然である
とした（ロ）。スペインにおいては，呪術が存在するのは自然ではなく歴史的状況
であるとされた。
第3に，イタリヤでは，呪術者により51き起こされる天的力は非人格的力で
あり，奇跡とは一般の認識領域を越えた秩序ある宇宙の延長であるとする機械
的宇宙論が唱えられたO 一方，スペインにおいては悪魔と天使の領域は人の言
葉により人に近づき，神は呪術者の求めにかかわらず自然界の中に介入すると
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いう神秘的宇宙論が主張された（日）。
第4に，イタリヤのカパラーには，呪術は秩序を乱すことなく自然現象を越
えるものであるとする静的世界観がある。これは，イタリヤ・ルネサンスの保
守的呪術の影響によるものである。これに対して，スペインのカパラーには，
世界の改革と革新に焦点があてられ，政治的・社会的レベルでは解決できない
問題を呪術で解決できるとする動的世界観があった倒。
第5に，ユダヤ文化をイタリヤ・ルネサンスの知的環境に融合させようとす
る状況において，ユダヤの伝統の枠内で呪術に関心を持ったのがイタリヤのカ
バラー主義者であった。それに対して，キリスト教を悪魔とみなし，ユダヤ人
をキリスト教からヲ！き離す試みのーっとして呪術に関心を持ち，伝統的ユダヤ
教儀式の枠外にて呪術をおこなったのがスペインのカパラー主義者であった。
第1表
イタリヤのカパラー主義者の呪術 スペインのカパラー主義者の呪術
①哲学を再評価し，新プラトン主義，ア ①哲学を極端に批判して，呪術を再評価
リストテレス哲学，原子論哲学に同意 する「呪術は全宇宙を支配するひとつ
する のテクニークであるJ
・アリストテレスと形而上学の極みが呪 －哲学と自然科学は，悪の啓示の結果と
術である して生じたものであり，無意味である
②自然は，呪術の知識が適用される領域 ②歴史的状況は，呪術が存在する場であ
である る
③機械的宇宙論 ③神秘的宇宙論
－呪術者により引き起こされる天的力は， －悪魔と天使の領域は，人間の言葉で近
非人格的力である くされうる
－奇跡は，一般の認識領域を越えた秩序 －呪術者が求めなくても，神は自然界の
ある宇宙の延長である 中に介入する
④静的世界観 ④動的世界観
－呪術は秩序を乱さずに自然事象を越え －世界の改革，革新に焦点があてられる
る －政治的・社会的レベルでは解決できな
. 17世紀中頃のイタリヤルネサンスの保 い問題を呪術で解決できる
守的呪術からの影響がある ・スペインからの追放令前後の苦難の時
期に現実を再構成しなければならない
状況が背景にある
⑤ユダヤ文化をイタリヤルネサンスの知 ⑤キリスト教を悪魔とみなし，ユダヤ人
的環境に統合しようとする状況におい をキリスト教から引き離す試みの一つ
て，ユダヤの伝統の一部として呪術に として呪術に関心を持った
関心を持った
⑥ハラハー（ユダヤ教法規）の枠内にて ⑥伝統的ユダヤ教儀式の枠外にて，通常
呪術を行う の宗教的行為を超越して呪術を行う
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IV.呪術の体現
中世後期においてスファラド系ユダヤ社会には，多くの預言者や「メシヤj
が現れたが，その中でも影響力の強かった3つの呪術の体現についてみること
にする。
1 . R.Joseph della Reina 
彼は，悪を滅ぼしメシヤの時代を到来させるために，悪の世界の指導者の名
前を唱える呪術を行なった。かれは，以後のメシヤ的呪術の基礎となった問。
伝説によれば，神の召しに応じて Reinaは悪魔の首領である Samaelと
Ammon of Noを降霊術で呼んだ。この降霊術には42字から成る神の名に基づ
くカバラーの方法が用いられた。そして，この二人には神の名により証印が押
された。しかし， Reinaは，キリスト教の儀式も用いようとしたために呪術は
解けて，この二人は逃げ， Reinaは罰せられた。
この伝説は， 15世紀の最も有名な伝説であり，史実に基づくものであるかど
うかはわからない。しかし，まず明らかなことは，この伝説がユダヤ民衆の間
に普及したこと，そしてカパラーの教えに影響されていることである。
また，呪術者の Reinaは自らのためではなく，ユダヤ人全てのために呪術を
おこなっていると言われている。すなわち，彼の呪術の行為は，一つの救いの
行為であり，その影響は，時と空間を越えて広くユダヤ人へと及んでいるとさ
れる（ω。
このようにユダヤ人一般に影響を与えたといわれるのは，ユダヤ教呪術者と
悪魔との対決という宗教的対立がその根底にあったためであると思われる。ス
ペインのカパラー主義者は，神から悪魔の組織に関する啓示を受け，神の顕在
を示すために悪魔の世界構造に関する知識を利用した（17)
さらに，キリスト教，イスラム教とユダヤ教との間の宗教上の対立もこの根
底にあり，ユダヤ教が最終的には勝利するとされている。キリスト教の悪魔的
力を，メシヤやエフライムの子（第2のメシヤ）といったユダヤ教の擁護者に
変えることがユダヤ教の勝利のしるしであった。 DellaReinaは，神の啓示に
よるユダヤ教の呪術的宗教的活動の典型，すなわち，捕囚からユダヤ人を解放
するために悪と対決する人物である（日）。
最後に，この伝説には，秘儀的ユダヤ教であるカパラーが成就され，終末の
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戦いがあり，そして，メシヤが到来するという終末論が見られる。この終末論
は， Reinaだけでなく，スファラド系ユダヤ社会においてメシヤ運動の指導者
であった Molkho,Na也知 ofGaza, Sampson of Ostropolerの言説にもみられ
るものである（1ヘカパラーがユダヤ知識人階級にかなり浸透していたことがわ
かる。
2. Golemの創造
詩篇139篇15節に「私がひそかに造られ，地の深いところで仕組まれたとき，
私の骨組みはあなたに隠れてはいませんでした。」とあり，「骨組みJと訳され
た語が Golem，ロ切である。この諾は，「形のない物体」を意味する。ユダヤ
史において， Golemとは人造人間のことである。粘土の人形に神の秘儀の名
を書き，呪術を行なうことにより，命が与えられて急に成長し，神の名を消す
と粘土にもどったとされている。ある伝説によれば，この人形の額に「真理J
を意味するヘプライ語 no~ を刻むと生き，約の文字を消すと「死ぬ口口J とい
う動詞となり， Golemは実際に死んだとされるoMaharalは，キリスト教の脅
威からユダヤ人を救うために， Golemを創造した。しかし， Golemを創造した
のは，預言者エレミヤ，ベン・シラやラピ・イシユマエルともされている。特
にベン・シラによる Golem伝説は，偶像礼拝を警告している。また， Golem
には言語能力がないとする伝説や，霊を持たないとする伝説もあった。
このように Golem創造の性格についてのカパラー主義者の意見は多様であ
った仰＇） 0 
Golem伝説は， 15世紀にドイツのユダヤ社会に再び広がり， 17世紀には東欧
ユダヤ社会にハスイデイズム運動とともに普及した。このようなアシュケナズ
系ユダヤ社会（幻）における Golem伝説には， 2つの特徴が指摘される。
第1に，神の名を書いた羊皮紙を口や腕にはると死者は生き返り，それを逆
にはると，その人は死ぬという呪術思想、が，見受けられる。この思想は10世紀
イタリヤのユダヤ社会にも見られたものである。
第2に， Golemは成長して人間によって危険な力を持つようになり，破壊や
混乱を及ぼすようになると考えられた問。
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3 . R.Israel ben Eliezer (Besht) 
18世紀中頃以後，アシュケナズ系ユダ、ヤ社会に広がったハスイデイズムの創
始者である Beshtは，いくつかの呪術を行なったと記録されている。
まず， Beshtが祈りに集中した時には，神の力が流れるように祈りのひとつ
ひとつの言葉を発したと記されている。これは，神秘的行動は祈りの言葉に神
の霊が宿るとするカパラーの祈りの延長であると考えられる倒。
さらには， Beshtの名そのものが神の名であり，それを唱えると神が降臨
すると信じられていた。彼の弟子である RPinkas of Koreczは，「ツァデイク
(Besht）は，未来の世界に入り，長い年月を経て，神の名に変化し，神を恐れ
る光になったJ(24）と述べている。また， Beshtの名を唱えると神の霊がくだり
病が癒され，悪魔をふりはらうとも信じられていた。
第3に， Beshtは，メシヤが到来する道備えをする秘訣を知るために，この
世に降りたと自らを説明し，個人の救いではなく，イスラエルの共同体の救い
に自らの自的があると主張した。これは，前述した Reinaに共通するものであ
る。
V. MaggidとDibbuk
スペインのカパラー主義者の呪術を理解するのに， MaggidとDibbukの概
念の理解が必要である。
Maggidとは，特定の人に天の知識を教える天使のことである。第Eサムエ
ル記15章13節「ダピデのところに告げる者が来て，『イスラエルの心はアプシ
ャロムなぴいています。j と言った。J の「告げる者J が原語「~~o の意味であ
る。しかし，後にこの語は，民衆の中にしばしば巡回する説教師か，もしくは
神秘的方法によりユダヤ教学者に教える天使を意味するようになった。
カパラーにおいては，カパラー主義者の口に言葉を与えたり，口述させるこ
とにより，天使が秘義をカパラー主義者に教えたとされている。このような啓
示は， 16世紀から18世紀にかけて顕著に行なわれた。カパラー主義者は，夢，
天体との交信に加えて，エリヤや聖霊や天使の啓示に依存していた。
Maggidにより天の知識が啓示されるという概念は，スペインからのユダヤ
人追放令が出された15世紀末に， JosephTaitazakが最初に形成した。その後，
Caro, Shelomo, Molkho, Cordovero, Vital, Ostropole, Luzzattoにも天使が
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訪れたと言われている倒。また， Luzzattoは18世紀に Maggidを呼び出す呪術
を使用したと記されている（お）。
Dibbukとは，悪魔あるいは死者の霊が乗り移ることである。人の中に入り，
ぞの人の魂に押し入札精神病を引き起こしたり，その人の口を通して話した
り，異なる人格を表すことが， Dibbukである。この諾は，タルムードにもカバ
ラーにも使用されてはいない。これは「押し入る」を意味する p~:r からの派生
語であると考えられる。新約聖書の「汚れた霊Jがこれに相当する。 Dibbuk
は，最初は病人の身体に入る悪魔や悪霊であるとみなされていた。それが，後
には，休む所がなく，悪霊になった死者の魂を意味するようになった。さらに
は，犯した罪の重さのために生まれ変わることのできない魂を意味することに
なった。 Dibbukがある人にはいるのは，その人が隠れた罪を持っているため
だと見なされていた。 1560年以後， Dibbul王に関する著書がヘブライ語とイ一
デイツシユ語で、出版されている（27)
MaggidとDibbukとは，対照的な性格を有する。まず， Maggidは主に男性
に現われ，優秀なユダヤ教学者や聖人への報いとしての意味合いがある。他方，
Dibbukは，無知な女性を中心に見られるが，時には少年にも見られる。また，
その者の隠れた罪に対する罰としての性格がある倒。 Maggidが積極的啓示で
あるのに対して， Dibbukは否定的啓示であるといえる。さらに， Maggidは呪
術により呼び出されるのに対して， Dibbuk呪術以外の手段により人から追い
出されるものである。
第2表
Maggid Dibbuk 
－天使が人に教える －悪魔や死者の霊が人に乗り移る
－男性に主に現れる －無知な女性中心．少年にも例があった
－優秀な学者や聖人への報い －隠れた罪への罰
－積極的啓示 －否定的啓示
－呪術により呼び出される －呪術以外の手段により追い出される
－人の内側へinorcism －人の外側へexorcism
結びに代えて
15世紀から17世紀にかけて，スペインとイタリヤのユダヤ社会には呪術が広
く行われていた。これらの呪術の性格とその程度には違いがあったが，いずれ
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) 
もカパラーの影響下による呪術であった。
ところで我々は，旧約聖書とタルムードという伝統的ユダヤ教の教えによれ
ば，呪術は厳しく禁じられているのに，なぜスファラド系ユダヤ社会において
呪術が盛んに行われていたのであろうか。この疑問に対しては， 3つの解答を
提示することができる。
第lに，ユダヤ教は， 13世紀以来，哲学とカパラーという宗教的上部構造を
吸収して発展してきた。哲学とカパラーは，ユダヤ教の基本的内容や，時には
ユダヤ人の歴史を認めてさらに組み込む包括的世界像をユダヤ教に与えた。 15
世紀末には，ユダヤ知識階級は，この世界像を受け入れていた。換言すれば，
当時のユダヤ教の他の思想を吸収するその柔軟な性格が呪術を取り入れたと考
えることができる。
第2に，かつてのユダヤ教の重要な指導者が呪術を行なったとする認識が，
ユダヤ民衆の間に広く生き渡っていたことを挙げることができる。例えば， R.
Akivaは神の名を知っていた， R.Yehudah He-Hasid, R. Eleazar of Wormsは呪
術を行なった＜29>, N ahmanidesは，カパラーによる呪術を行なった＜30>, R. Isaac 
Luriaは手相術を行なった側，などと信じられていた。これらの者は，ユダヤ
教の最も高い段階にある呪術を行なったとユダヤ民衆は信じていたのである。
第3に，技術的側面からの解釈として，印刷術の発明により， 16,17世紀に
カパラーの教えが印刷されて，ユダヤ民衆に広範囲にわたり配布された。これ
が，呪術を定着させるのに大きな役割を果たしたと考えられる。
〔追記〕 カパラー思想の概説
本稿の本文において扱ったカパラー思想、の概略と主要な概念の説明を付記す
る。
1.起源
カパラ＿ (32）の起源についてはいくつかの説がある。まず，世界は数と文字を
基礎として構築されているとするカパラーの思想には，ギリシャ哲学の影響が
見られる。たとえば，それは，数と文字は超自然的な力を持つ神で、あるとする
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新ピュタゴラス派の思想、に類似する。さらに，言葉は魔物を追い払うことがで
きるとするグノーシス派の思想にも類似する。また，カパラーのセフイロート
の概念は，新プラトン主義の説く可想的世界と物質的世界の媒介である英知の
概念に類似するものである。
カパラーには，また，事物や生物は物質的に創造される以前に観念として存
在するというゾロアスター教の思想と共通点がある。とりわけ，セフイロトを
流出させる無限の神性であるエーン・ソフの概念は，ゾロアスター教における
万物を流出させる神化された空間 t 時間を意味するズ、ルヴアン・アカランに類
イ以するものである。
2. セフイロート
セブイロートとは，神からの流出物であり，無限なものの諸相である。 lか
ら10までの数は存在するものの基本的な形式であり，宇宙の基礎となるセブイ
ロートである。 lはケテル（王冠）と呼ばれ，すべての実体の理想的原理で他
のすべての存在物を包含する。 2は，ホクマー（知恵）であり，すべての生命
の原理である。 3は，ピナー（理解）と呼ばれ，理解力を持つあらゆるものの
原理であり， 4はヘセド（慈善）と呼ばれ，すべての美の模範である。 5は，
ゲヴラー（公正）で，報酬または処罰の配分の原理である。 6は，テイフェレ
ト（美）と呼ばれ，美しく完全であるすべてのものが集中する原理である。 7
は，ネツァハ（永遠）であり，永遠なものと永続するものの原理であり， 8
は，ホド（反響）と呼ばれ，高位の存在物の栄光に属するもののすべての原理
である。 9は，イェソード（基礎）と呼ばれ，低位の存在物に流れ落ちるすべ
てのものの原理であり， 10は，マルクト（王国）と呼ばれ，すべてのものを高
位から低位に伝達し，低位のものが高位のものに同化するのを助ける環であ
る。これら10のセフイロートは，数が若いほど神聖なものに近づく。そして，
ケテルは神の霊であり，ホクマーはその霊から発する神の息吹である。
セフイロート樹は宇宙の仕組みを表わすだけでなく，人間の身体の構成要素
の関係や十戒の関係をも示すものだと考えられた。
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図1 10のセフイロートから成るセフィロートの樹
(1516年の PortaeLucisのさし絵より， Encyclopaediaof Judaica, Vol. 10, p. 635.) 
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図2 セフイロトの樹
(K.セリグマン『魔法J,p.385.) 
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連i.水．地の貝
あらゆる種類の物質
＼～ーノ
囲3 宇宙とセフイロトの対応
（セヴ・ベン・シモン・ハレヴイ
『ユダヤの秘儀J,p. 81.) 
、、 I I ，’， ‘、‘ I I/ I , 、、、、 I I，〆〆r
、、、、＇－・ .J.L 〆a”，＼、、 f 、可，’， v、、、，，
、ァツィルトのマルヴト
ベ、リアーのティフェレト
イエツィラー のケテル
図4 人間の構造とセフイロトの対応
（セヴ・ベン・シモン・ハレヴイ
fユダヤの秘儀J,p. 27.) 
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ケテル
汝我商の前に
汝の外何物をも事｜！とすべからず
ビナー ～～～～」 ケテル
汝の祢 ～～～』～～－ ilx自己のために
イエホヴァーの名を 二 何の偶像も彫むべからず
妄りに口にあぐべからずー～～」
～ー～～～～』 ヘセド
ケヴラ ー 下～～～安息日を憶えて
汝の父母を敬へ～」 、 これを清潔すベし
ーー～～ティフェレト
汝殺すなかれ～」
ホド 『～～～唱～～ー ネツアー
i女盗むなかれ ： 汝姦淫するなかれ
～～1 ～～～～ 
イヱソド
汝その隣人に対して
虚妄の誼採をたつるなかれ
マルク卜 ｜ 
汝その隣人の家を
貧るなかれ
図5 十戒とセフイロトの対応
（セヴ・ベン・シモン・ハレヴィ fユダヤの秘儀J,p. 95.) 
3.文字の呪術
ヘブライ諾には22の文字があるが，そのうち伏と口とむとは母文字であり，
それぞれ空気と水と火を表す。これらは，宇宙の3元素である。
また， 2つの形を持つコ， L「，：＇.）， E:)，「， hの7個の2重文字は， 7つの
惑星， 1週間の 7日，人間の身体の 7つの穴を意味するとされた。残りの12佃
の単文字は， 12の月， 12宮，人間の12の能力を示すとみなされた。
そして母文字の権威が最も強く， 7個の2重文字， 12個の単文字がそれに続
くとされた。
このように個々のヘブライ文字に意味が与えられたが，さらにヘブライ文字
に関する呪術には以下の3つの基本的な規則もある。
(1）ゲマトリア
ヘブライ文字は数をも表す。ゲマトリアは，いくつかの文字から成る言葉の
数を計算して，それらの言葉の間の関係を発見するものである。例えば，創世
記14章14節において，アブラハムが家のしもべ318人を率いてロトを救うこと
ができたのは，アプラハムの家令のエリエゼルの名が318であったためだと考
える。
(2）ノタリコン
ヘブライ語の言葉はすべて略語と見なし， 1つの言葉の各文字は他の言葉の
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頭文字であるとするのがノタリコンである。例えばユダヤ民衆の中で持たれた
護符の中に快打、「総「怜という言葉がある。これは，ヘブライ語の文章の「唯一
なる神，神の統一の原理，神の同一性の原理，神の変化する姿はーである。
（「門~,n「百円円相竹山総「，m「門総山総「「門以）」の各言葉の頭文字になっている。
図6 ノタリコン（K.セリグマン『魔法』， p.377.) 
(3）テムラ
ヘプライ語のアルファベットを特別の順序に 2列に並べ，その上下となる文
字を自由に入れ替えて言葉をつくるのがテムラである。 lつの言葉はその文字
を入れ替えて他の言葉になり，さらにそれに文字の数を計算して考察する。た
とえば天使の軍隊の数は，この計算によれば， 3億165万5172であるとされて
いる。
コ 白 門 円 「 コ ~ 
K y T CH z w H D G B A 
口 。1' E) とよ ~ 「 む n うM N s p TZ R SH T L 
閤7 テムラの基由準にになるヘブライ文字の二列構造
上下は自 変えられる文字である
(K.セリグマン『魔法』， p.398.) 
4.ギルガル
ギルガル勺切は，「魂の転生」，「輪廻j，「生まれ変わりJを意味する。伝統
的ユダヤ教やユダヤ哲学にはない概念である。しかし， 12世紀末に出版された
Sef er ha-Bahirの中に最初の言及が見られ，カパラーにおいては認められてい
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た概念であった。
伝道者の書1章4節の「1つの時代は去り，次の時代が来る。」が，世代の
転生であると拡大解釈された。
Bahirにおいて定義されたギルガルは，その後カパラー主義者により，多様
に発展していった。 13世紀には，ギルガルはカパラーの明らかな教理になり，
14世紀には，細かな規定が加えられた。例えば，この世において正しき者に苦
しみがあり，悪しき者が栄えるのはギルガルの教えから解釈された。例えば，
ヨブに見られる義人の苦しみは，ヨブの前世の罪に対する罰であると理解され
た。
魂の転生の回数に関しては， Bahirには，千世代に及ぶとされている。しか
し，スペインのカパラー主義者は，ヨブ記33章29節の「神はこれらのことを，
2度も 3度も人に行われ，Jを拡大解釈して，魂の転生は最初の身体に魂が入
って3度のみであると考えた。しかし，正しき者の魂は，永遠に転生すると信
じられていたO これとは逆に，正しき者の魂の転生が3度であり，悪しき者の
魂の転生が永遠に続くと信じる者もいた。他に，動物や植物への転生を唱える
カパラー主義者もスペインにいたO
＊本稿は，東京大学文学部宗教学研究室（日本宗教学会） 1991年10月例会における研究
報告に基づいて作成されたものである。
注
(1) 1492年のユダヤ人追放令以前において，スペインとポルトガルに居住していたユ
ダヤ人の社会。
( 2) 中世後期に発生したメシヤ運動に関しては，拙稿「中世後期のユダヤ社会におけ
るメシヤ運動 (I)' (I) J，『論集』（東京基督教短期大学），第20,21号（1988,1989 
年）を参照。ユダヤ教における呪術に関しては，以下を参照したoEncyclopaedia of 
JudaicαGerusalem: 1971), Vol. 1, 703-715. 
( 3) 例えば，『ベンシラの書Jには呪術にささげた娘 (lOOb）『シピラの託占jには呪
術者（3:224-226),r Iマカベア書』には護符を持つユダヤ兵（12:40）『エノク書j
では呪術を教えた堕落天使（7:1），『トピト書』では悪魔の王（3章）が登場してい
る。
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( 4) 特に『ミシュナーjには厳しい呪術禁止命令がある。呪術は偶像崇拝と同一視さ
れている（Sanhedrin,7:7）『タナイームj(Sanhedrin, 65a）には，申命記18章の呪
術者がさらに詳しく挙げられている。
( 5) 中世ユダヤ文学には「治療j 円~:iti1 ，「護符J -l?Gi? ，「運j うつ1~，「しるしJ F?Oな
どが，「呪術jの代用語となっている。
( 6) 13世紀に書かれたハスイデイズムの本である SeferHasidimには，人を食べるため
の歯と爪を持って生まれた赤児や，子供を食べる女が描かれている。
( 7) スファラド系ユダヤ社会における呪術に関しては，以下を参照した。 MosheIdel, 
“Jewish Magic from the Renaissance Period to Early Hasidim”， Jacob Neusner (ed)., 
Religion, Science, and Magic (New York; 1989). 
( 8 ) Moshe Idel，“The Origin of Alchemy According to Zosimos and a Hebrew Parallel”， 
Revue des etudes juives, 145 (1986), 120-23. 
( 9）肋id.,87. 
(10) 以下を参照。 MosheIdel，勺ifferingConceptions of Kabbalah in the Early 
Seventeenth CenturyぺI.Twersky and B. Septimus, (edsよJewishThought in the 
Seventeenth Century, Cambridge: 1987.“The Magical and Neoplatonic Interpretations 
of the Kabbalah in白eRenaissance”，B. Cooperman, ed.,Jewish Studies in the Sixteenth 
Century, Cambridge: 1983. 
(11) Moshe Idel，“Inquiries in the Doctrine of Sepher ha-Meshiv”， Sefunot, 17 (1968), 
215-29. 
(12) スペインのカパラー主義者には，占星術，物理学，数学は廃止すべきであるとい
う主張があった。 GershomScholem，‘τ'he 'Maggid’of R. Yosef Taitazak and the Reve司
lations At凶butedto Him”，Sφmot, 11 (1971-1978) 88. 
(13) 「呪術は自然科学の実用的な側面である。」という主張が以下に見られる。 David
Ruderman, The Perfect Kingship: Kabbalah, Mα：gic, and Science in the Cultural 
Universe 4αJewish Physician, Cambridge: 1988, chap. 7. 
(14) この背景には，比較的平和であったイタリヤのユダヤ社会の状況と，追放令以後
動揺したスペインのユダヤ社会の状況の違いがあったと考えられる。 MosheIdel, 
''Types of Redemptive Acti吋tiesin the Middle Ages”， Z. Baras, (edよMesianismand 
Eschatology, Jerusalem: 1984, 275-78. 
(15) Yosef Dan, ''The Story of Rabbi]oseph della Reina", S併仰ot,6 (1962), 311-26. 
49 
スファラド系ユダヤ社会における呪術
(16) 個人の救いを求めたゲーテのフアウストとの比較は以下を参照。 HaroldFish, 
"The Pactwi出theDevil，”The Yale Review, 69 (1980), 520-32. 
(17) Idel.，“Inquiries”，254. 
(18) Idel., ''The A出加deto Christianity, in Sepher ha-Meshiv”，Immanuel, 12 (1981), 85-
91. 
(19) Molkho, Ha刀athα・Kanah,Amsterdam: 1958, fol. 6a. 
(20) Golemによる救済活動がなされた年代については， 20世紀初めだとする説が一般
的である。 ArnoldL. Goldsmith, The Golem Remembered, 1909-1980, De仕oit:1981, 
35-36. Bettina Knapp，“The Golem and Ecstatic Mysticism，”journal of the Altered 
States o/Consciousness, 3 (1977-1978), 35ι69. 
(21) ライン河以東， ドイツ，東ヨーロッパに居住するユダヤ人の社会。
(22) Encyclopaedia of fudaica, Vol. 7. 753-756. 
(23) Beshtは， トラーを見ると，文字に隠れた光を見ることができたと言われている。
D. Ben Amos and J. R. Mintzeds., In the Praise of Baal Shem Tov, London: 1979, 49, 89. 
(24) R. Israel of Kuznitz, Avodat Israel仏ilunkach:1928), fol. 70b. 
(25) R. J. Z. Werblowsky, Joseph Karo, Lawyer and 1⑪＇Stic江川don,1962), 257-86. 
(26) Idel.，“Inquiries”，223-24. 
(27) Gedalyah Nigai, "Dibbuk" Tales in Jewish Liter，αture Gerusalem, 1983), 15-60. 
(28) Yoram Bilu，“The Dibbuk in Judaism: Mental Disorder as Cultural Resource”， 
Jerusalem Studies in Jewish Thought, 3 (1982-83), 529-63；‘寸heTaming of the Deviants 
and Beyond: An Analysis of Dibbuk Possession and Exorcism in JudaismヘThe
Psychological Study of Society, 11 (1985), 1-31. 
(29) Joseph Dan, The Esoteric Theology of Ashke仰 ziHasidismσerusalem, 1968), 58-56, 
74-75, 219. 
(30) Idel.，“Inquiries”，231. 
(31) Lawrence Fine，“The Art of Metoposcopy: A Study in Isaac Luria’s Charismatic 
Knowledge”，American Jewish Society Review, 11 (1986), 79-101. 
(32) カパラ一円？罪には「受ける」の意味がある。古代から受け継がれた伝統的な教
えを示す。カパラーに関しては以下を参照。Encyclopαediaof Judaica, Vol. 10, ・489-653. 
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